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裁量量村はどうなるか
那 須
昭和2'~年7 月 lG1 大原農業研究所創立33周年記念農
撃講演舎に倭付る講演の概要。実質記者
日本農村が今盆如何になって行〈かは吾令の
最も大きな欄心事であるdしかして之に聞して
は種今の考へがあり、各λ其の立揚に於て種々
の希望的観測がある。しかし.1'こうしたいJさ
云ふこ言、「こうなる」さ云ふこさ、は別であ
る。私濯は其の希望がrれt:り客観的理論に裏
づけられてゐるかを考へ守tこ直に之にE星学る事
は出来ない。園内航勢、政治経曹、他方日本農
村の特質笥や考えなりればならなし、。
之に闘しては現在の政府及び農付の人の考え
ている意向があり叉日本や支配している他国特
に直接賓催巻撮っている外国の考へがあ句之等
のカを考慮、しなければならない。又日本農村の
内在的傑件又玖治的保件を考へて始めて農村の
たrるべき道が開げて〈るのである。私は今之
等の日本農村の韮を考へて見Tこいa之は日本農
村ばかり宏な〈今日:政圃に於げる生産力の;k~
な部分が農業に依存しているj)、ら園家金曜の問
題でもわる。一方都市の生活賦贈を考えるに著
し〈殺風景で非常に荒んで句いる。之に比較する
さ農村は都市よりも非常に安定しているさ云ふ
事が出来るq農村にも色々の心配や摘みが無い
さは云えないが日本金憧め獄舎の部分粧曾さし
ての i憎みJは他より非常に曜いさ云へるので
ある。而して農村の生活思想の安定しているさ
云ふ事は今後日本の高度駐舎建設の基礎さなる
ものであって今恰農村が如何!になる州ま農業者
自身のみなら?日本人綿てに劃して非常に重要
である。都市三度射の此の聞係が日本の経憤再
建に大きな闘係や有してゐる。卸ち都市も康村
が民主的にならなければ異に民主化ι得歩した
がって日本の民主化も失敗であり之は日本の重
大問題なのである。
政府の費表せる経槙白書は日本経棋の極めて
不健全な現蹴や述べているが、此の様敢闘家の
姿ぞ如何になすべきj;、。放任すれば粧揖秩序は
厨壊し民族的危機に直面せさ'るを得ないであら'
うq 現下我園経演の縮小再生産ぞ如何に阻止す
べきか農村は之に到し如何なる役割や果すべき
陪
か。之に謝する周到な設計、之に撃すする果断
な賓行が行われ?掛獲のみじ終れば白書ぞ出し
七政府の努力は水泡に蹄しτしまふのである。
此の白書ぞ意味あらιめるのもーにか、っτ農
民の双肩にあるさ思ふのである。此の様に農村
の在り方は圃家百年の立掛からも非常に重要で
あるさ共に又現前の危機突破にも重要なのであ・
る。 3月危機なるものも今日迄切抜けで来たが
之は5年10年さ組〈ものではなく、葉れよりも
我々の考えねばならぬのは f民族的危機」さ云
ふJ事であるq 卸ち日本が世界の先準園1こ伍して
文明固さして支配的位置じな‘か可かの植民地
的圃家になるかの岐路に立っているのである。
此れは1年2年の問題でな〈相官永績的のちの
である。日本民族が文化園家の一員さして生存
しτ行Uる様になるには永年-2>要するであら
う。即ち現有の日本人の民主主義は表面Tまりの
所謂、 Skit¥d白pdemocracyで異の民主主義は
現在の子供蓮の大き《なっすこ時じ始めて賓現さ
れ得るのではなからうか。叉戦時中「職は文化、
の母なりjさ教えられて来叉私等は金<tとさ信
じて来?こが、果して文化の母で‘あったであらう
か。原子破壊其の他百冷の劃期的藤明が槙+さ
行はれ文化の母さも見える部面が多分にあるが
他面文化の敵なる揚合が非常に多かったのであ
る。例えば民族カの弱化さして艦憾の低下があ
る。あのフラレス人が現在敵洲に於て髄悌の低
下[.;，t，このは何故かa之はナホ・ν才レ一世の時多
〈の戦ひの蝿多〈の貰質の勝れた青年が戦死し
Tこ結呆であるさ云われている。又遁徳に於ても
戦時中工揚にあらゆる損所tこ青年見女の品牲
が堕落，しお。此れは日本のみでな〈、他の変鞍
固に於てもしかりであるs叉戦後人心がすさみ
利己的さなり、あらゆる喫面に日本人の姐所が
最大限に現れτ来ているのである。此の戦そ遁
じて我々は肉瞳的にも精紛的にも悪い結果在来
したのであるが戦後食粧の不足は一層児童等の
髄カの弱化道徳心の堕落そ来したこさぞ示ιて
ゐるq 而して我キj/;tごさいま口何なる好候件下tこ
あるさしても新くの如き精神航態下に於ては駄
目であるo~pちいくら立板ζ土t症の肥培そ行つ
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ても其れに使用される種子が悪ければ駄目であ・
る。卸ち精紳賦躍は此の種子に相官し職は此の
種子を悪化したのである。共して日本人は自信
や失ひ撞舟の快駆者F暴露された姿である。此の
錫昆所も忘れ自信を失ひ劣等感ぞ抱き、他の外
国の事ぞ何んでもよいさ思ひ込んでいる所があ
る。日本l~園際的名着陸さ完全なる濁立ぞ失つJこ
が「摘を椋じτ砲さなすjや3努力せねばなら
ぬ、日本人の優秀な艶まで失っτはならない。
事ろ日本人は敗戦により愈々向上への.1シト .
'I'奥えられたさ考えるべきである。私は中園に
旗行中自圃がよければ敵国はrうでもよいさ云
ふ様な遁徳顧念の怯除された行動&多ぐの日本
人がなしているのを見大o~pち訣れる愛国心さ
品はねばならな円。
戦時中松は一度誤れば日本は亡びるのではな
、かさ思づ1;0我々は戦勝ぞ望んでいたが果し
τ載には勝った12しても如何tこなるのであらう
かさ心配していたのである。寧ろ今日員げたさ
:aふ事が日本にさつ吃却って幸躍fさったのでは
なh、かふ思ふo~p ち日本は謀れる階段を昇り始
めていたが逸中"で落ちた露救われたの・で頂止迄
鼻つτそこから落ちたら日;本は救われなかった
(:'あらi う。而し日本は敗戦の露中途で落ちた錦
再び正しい階段~昇ればよいのであって敗戦は
ヨ本にさって幸福であったさも居われるo其所
で日本人が此~新しい正しい階段ぞ昇る勇気ぞ
有しないならば日本人は白誠したtiがよい。何
故ならば其れが出来ない棟な悪人ならば其の大
等がのさばる必要がないからであるq 郎も日本
人は箱入娘の様なもので悪い臨も良い臨も有し
主いる。又島固さ云ふこさが外国に見らIれない
シマルクは既に農地機艇は止つτいるが1戸歯
り14-15町歩耕作している。今日本の農民t二之
ぞ輿えればより立祇な農業者旨建設する事が出来
るであらう o@.pもデン.，.Jvクは人口が槍加Lて
いる故デン守Jレク人ですら日:本の農業を見管ふ
べきであるさ云つでゐる人がある。今卒和民族
ざして世界の何れの圃も出来なかった小経営の
成功在日本の理境に於τ成功する事によって世
界λぞ脅かすこさ、日本人を見なほさす事が我
々日本人の最大の復讐である。
私遣が帰来の企業~;;与えるに企業の型離は分
らないが大企業が賢建Lτ燕るさ思ふ。然LJ農
業面tこ於て大粧管化する事が可能か否カ、は疑問
である。 藤田島揚のや5な特例もあるが日本全
慢さしては可能さは考えられない司自P小規模が
大部分で多少~同化してはぐるが根本的には小
粧管が蛮展するであらう由来、之が最大の生産
をなす道である。しかも現在は人の不足よりも
土地の不足が根本問題であり商工業が努力そ充
分吸放し得るなEば大規模化もよいであらう。
現在は以前に比較し生産は極度に落ちてゐる
のに拘ら?勢働の賞質賃金はそれに比例的に減
少してゐない。マルクスの云へる生産責本が持
働を搾取するさは反割に鼻働が貰本を搾取して
いるのが硯航なのである。而しτ之れが永蹟す
るならば賀本は亡戸、したがって鼻働色亡びる
さ云;ふ現象ぞ呈し持働問題のみじカを注ぐこさ
は雨者説亡を来すこ芝、なるであら50即ち現
在は資本主義ミカ、枇曾主義15 治、の主義~はなれ
て日本の綿τの部面か色日本再建冶考慮して行
かなければならない時であるolh念論ばかりで
は駄目である。例えば戦時中軍ヲ、の行?t.こ机上
Jìu、動~奥へたさも考へられる。我々は今こそ のプ矛シの蜘〈、ー酷所が崩れるさ全く駄目tこ
この短所在すτ長所暑いかして努力するならば なっマしまふさ云ふ結果を来すので例えば共産
世界的に大なる貢献ゃなずこさが出来るさ信歩 犠は日午斧産米を自治管瑳にぜよさ云っすこが之そ
も。 行ふ時』裂して米tJ，出て来るカ、、之は較念論で之
又敗職は必今しも粧憤的に見でも魁い結果の に共鳴すれば国民は食糧に直tこ困らなりればな
みではないq例えばi繭世1に於ても日本は建設の らないof!pち準備態勢が出来τいない錨め不可
海上にあっfこので此れよりの牧支は員であっ 能なのであるo結局自治管省は不可で現紋に@p
文。故に今日本が満洲ぞ失ふ事は勝来~考える した策そ胡τるベまである。
時は大問題であっても宮面の揚合はさし大る問 描カの中心は自己反省を九ふ4其して自分の
胞でなしかえっτゆミりが出来ずこさいえるの 責任を鑑札2とれぞ人に時イじする。之れが日本め
.r:あるdこのゆさりぞ建設的方面に向けるなら 今日の様になった理由である。而して軍人に引
:l涯に成長する事は不可能ではない。例えばf 蹟いて官公車特に粧漉統制に携はる者にこの傾
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向が見られるq 他面符組合の幹部宰樺力巻撮る
さ非常1ニ反省を失ふものであるc)2・1ゼネスト
にし品ても大多載の人は自信がなく少数め人に動
かされ合理性そ快いでいた。叉従来の小作争議
に於ても理論よりも感情により解決ぞ求めてい
る事カ1多い93の事も日本人の特色の一つであ
らう。多 4の指導者や幹部が此の様であねば日
本の再建は不可能である。観念命的なるものぞ
捨てねばならぬ白
衣に日本農業の特賀をきへて見ゃう d
第1に農民的農業で小椛菅しかも自家消費さ高
品生産さ混合しτいる。果物さか躍等は商品生
産が主であり、米多は4-5!1Jが商品宅産で1あり
黍稗は[-2割が商品化される。而し宅此の~J合
は農家により異っているが要するに自給生産さ
管利生産さが結んでいるのが特徴である。こ、
に於て管利生産が不利ならば自給生産にカを入 .
れ自給生産よりも管利生産が有利ならば管利生
産にカ'I:'入れるさ云ふ行き方で之れが農民の無
言の自己防衛の策であるo{!pち政策が観念論的
ぽなり 1作物に大なる統制を加えるさ其の作物
は減少を来たすのである司自Pち歴泊的政治によ
り鰹慣を押さえる事が出来るさ考えるのは愚な
策である。外閣の諺に「多数の人を1時だま
す事は出来る。少載の人を畏〈だます事も出来
る。しかし多数の入を長い間1:ますこさは出来
ないJ~いふこさがある。又遁語、により長い開
多動向者を抑へる事も出来ない。生活生産は誤
れるもので商品生涯が準疹的であるさする考へ
方は誤りである。而しで生産の主植は個人駐曾
何れじあるか。主憶が社曾にあるニさのみを準
歩的ざするのは誤りである。其じて家族制度、
資本主義制度が保守的であるさ云ふのは日本を
磁協に導〈慎れがある司郎ち準歩的さ云ふ恥曾
共産主義者の謀れる艶が非常に多いのである。
個人の中に粧舎があるのか枇舎の中に個人があ
議論には必やしも賛成し得ない。自給生産に於
ては現物経湾が行われ物交が行lまれているが之
除枇舎の動揺ぞ防いでいる良い艶で之ぞ取入れ
る必要がある。
第2に技術的l二高安であるこさである。自然
科壌の利用は東洋一さ云われ米作は世界ーさ云
われでいる。こがに封レ反雷牧量はスぺ4ンや
4タリーの方・が多いさ諸君は云ふであらうが、
其れは其の圃は最も遁した所に栽培しているカ、
らである。現夜もや園は日本の技術者を望んで
いるq 叉米園では地力の減退が最大問題ざされ
ているにか刈まら守2.千年来の日本農地が依然
高い生産力'I:'あけ叉多数の農業教育機醐が全国
に散在しτいる動も彼等の諦，きの1つであり日
本農業の誇りなのである。
第31こIJ、経管が大経菅l:.劃する講じ勿論協同
組合を鷲展させる必要はあるが、近代的小経告
が亡びないで大経管に劃して行けるさ云ふ章い
経験は他のか経管園家の不幸なる農民の参考に
なり希望:'I:'典内るもめざ思ふ。此の経験は外国
には縄掛な〈之れが日本農業の、一大特色なので
あるa即ち私が自信や失ふなさ云ふのは右の如
き多少の根嫌があるからである。日本は今日世
界的に指導力ぞ失っているが能力が失われてiい
るのではない白日本農業は重大なる位置に立っ
ているミ私は云ひたいa私建は職手中工業に比
し農業の鷲速は遅れても滅亡きえせねばよいさ
思って司いたが工業は誠亡に近くなり農業は盆々
費遣の必要が生じた。然しながらこのま冶で
よいさは云わないが工業の藤議ぞ圃る乏しτも
原料や何慮よりも.tこら争か。そのためには農業
生涯の一部省F工業原料に暢化Lて行かねばなら
ない。米国に於て英圃tこ於て然り。外国の賀本
により鷲逮ずる道もあるが非常に困難である白
r天は自ら助 C る者を助 ~J の遁を蓮tまねばi除
外のもの、みでtま再建は出来ない'0而して其の
るのかニの雨者の組合せ、之は閣により民放に 原動力は農業生.産にあるo
より時期により呉るoそこで何時如伺なる型に 叉農村農業が粧曾的に重要ださ云ふのは、都
於τ如何なる曹度に行ふかY問題である。卸ち 舎は非常に不安定であるのに撃すし農民の生活は
昨年の自治管理ぞ叫んすさ人は時胡を排えないさ 比較的安定しているのでそれは枇曾的r"カリJ
-いえるのであi:ioきて、自給生産を管利生産に の位割そ巣してやり、従つで叉民族的役割ぞ有
するか又措t曾生産じするか或ひは資本主義生産 してゐるこさによるのである。これからの民族
じするカ、如何に"すべきかは簡寧じは云へぬ也管 的動きを決定するに重要であり戦後之は盆々増
利生産ぞ週り吐舎生産にならねばならぬさ云ふ しτ来化。然Lて雷面の問題で重要なのは何で
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あるか、(り食楠問題〈均失業問題 ('3)農村
の工業化の問題、これらのものTあらう。此の
様な問題が浅されているがしからば具韓的方・策
如何
(1)の食縄問題に弱いては戦時中は厳しい統
制があったが現在は供出制度を或る秤=主改善し
てその制安が持演されているq しかし其の慣格
じ於τ他物慣より開きがありすぎる鵡色キの不
都合不満が費生している。他面技術の改善が考
えられている o‘ ~p ち指導農揚の創設もそうであ
る。叉開墾政策が樹てられ北海道、内地に於て
155寓町歩、干拓が10高町歩で5ク年計査なるも
10年は要するであらう。そして農地面積の増大
は他面失業問題救慣の意味もある。更に農村民
主化に聞聯しで土地制度の改革があるq 都市針
農村の開博に於でも国土計壷が樹てられているo
今まで之れは都合中心的なものが考えられて農
付中心的なもの、なかった事は残念である。而
Lτ此の爾者~組・合せτ圃土計童は樹てられる
ばきであるq 米園では日本の郡寧位程度の範囲
で園土計壷が行われτいるが日本にはなh、。戦
前には日本与を東廷に於り:る宝業固さしてめ計査
が樹てもれτいた。しかしこれ亡封臆する農村
計書が樹てられていなかった。これがそのま、
移行したのが現在の朕態である。この結合に~
る合理的な園土計書は、地理的、粧・間的諸聞係
1こ於て行われるべきで‘ある。叉食栂針策さしτ
自給自足や絶針的目標さして努力するは不利で
あるさ考えるo:x.それは無理な事柄である。水
産物吾産物の増産により自給を増すこさは茜
t!よいが甘藷による自給などは遁宮でないさ思
応。前者も自信はもち得ない。以前!でも18%の
締結ぞ要していたが現在は人口の増加に£り3(')
~35%の補拾を要し之れを自給による事は絹針
1こ出来ない。しかLながら相雷の自給部分を贈
す孟さは必要さ考へる。何故ならば我が固は戦
はな〈ても他国が戦はぬさは誰が保障しゃう。
斯る揚合にそなえ中間的位置をさるばきであら
う。又以前の嫌に日本が非常に安慣なる商品や
僚出するこさは不可能で‘あらう。今後の輸出品
さしては農産加工品、美術品.襲品.精棺機械等
が遁雷であるさ考えられる。之等の晶体日本濁、
特のものか品質の中位のも‘のがその撃す象ざしτ
考えらるべきであらう。工業の鷲震のためには
国内市揚さ海外市場をもっござが必要で外国か
ら安い食糧を買って食するこさが必今しも工業
者の費麗をもたらすものではない。然して寝業
者は適地適作ぞ行ひ界樹や家音を入れ食生活の
改善が必要で、米奏のみに重酷を-a:><は不可で
あるが、如何にしても米要の重要憶は失はれな
いであら5'0 !it米iこ封ずる慣格である。現有は
非常に割安であるが米慣が上る三他の債格も上'
るので主重慣格制さっているが此の差がま1:ま
t:少いのである。然して此の差は国民全憶が員
櫓すべきにか、はら歩同じ農業者内でも米安耕
作者が員権bているのである司郎ちインプレ防
止策さして二重制はよいが乙の艶が非常に不公
卒である。此の蟻牲は圃民の員踏能力に感じて
行〈べきで政府は経清原則を無親しτいる。又
政治は剥・曾的正農民立つτ行ふべきで今日の慣
格政策には多〈の疑問を有するのである。
第二l二失業針策さしτ、開墾地に都市よりの
入植は現在のやり方では成功しない。叉現在の
農砂省の開拓攻策は私は必歩しも正Lいさは思
はない司自Pち技術、制度、生活が合理的に折込
ますτなければうま〈行くものではない口開拓事
業は 1つの魁舎ぞそこに作り出すこさで村づ〈
りであり翠なh土木工事でー は宙Iじてない。私は
新しい農村の設計が出来上れば古h、是是非すの改革
に役立ちこの動で失業問題のみでな〈、新農村
設計の意義を考えTいる。第三lこ農村工業の費
麗に闘しては既に議論の時期是脱して賓行の時
期にあるさ思ふ。特に民事の費蓮郎ち手費品の
生産ぞ濁る必要がある。将来の農村さか都市に
就い‘ては此れ目上立入る徐裕もないが要するに
組合をつ〈るにも自主的な組合であり組合員の
白婚が特に必思で・民間人は法律さか名前にこだ
わりすぎ歩lこ自信をもっニさである。
最後に私は、(り日本lエ於ては根本さしては
小経替が存殺すr.;~思ぷ司そして指導奨働によ
り協同化が費遣するであらうっ機械化電化も望
ましいニ苦であるので之が合理的に!日ひられ、
ばよいが根本の燭みは土地が狭小なるこさであ
るから之が極端な主張は一つのユートピアざ思
われる。
(2)農業経告は畜if面が強化されて来るさ思
，b、。之を背ふさ伺料作物栽培等の馬主食栽培が
悶難を来?こすさ見るかも知れぬが、私は揃討t陣
よりの輸入事増産、加工賞状入等の罷危険さは
(84) ・ -4-
思わない。其しτ究第に畑地が布利に展開しτ
' ・くるさ思ふョ叉音~は永田でも可能である。ー
般には多角的縄管に向へば.t18が重要牲を婚すさ
思ふコ夏に終来の農村に於ては原野さ農地及山
林さ農地の遁雷なる結合が考へられる様になlる
さ思ふロ闘有林の存在及山林経管は現有のま=
では駄目である。邸ち、 1It本の所有型態が考え
られて来る。原野も然り d結局棉ての艶に地方
的特色を生かしτ戴きたいさ念願するものであ
る。経膏に畜産が入り加工が入る事は疑ひはな
いが若干の工業も農村に入つτもよいさ思ふ。
之の形は限定の必要石認めない白即ち資本主義
的でも中間的でも弾力性のある考八で大謄iニや
らねばならない';0 ~pち農村に農民さ工業民さが
混布し農民め中にも工業民が出来工業民の中lこ
も農民が出来、在来の農民、工業者よりも理解
ある農民、工業者が出来、回国農業の機なもの
ざなり文化的向上在来たすものさ思ふコ又農地
改革は行われたが終来農業大規模化が起れば農
業零細化の危険か濃厚で農民努働者~tIiし此所
にプロ νタリアぞ出すのである。断る所日本が
土地制吏に於τ飛躍的な費麗ぞしたさしでも解
決したさは云えない。私はカ、っτ米国ヨセ Eテ
鈴谷に於ける大平洋問題調査合tこ出席じたが、
席上ソ聯代表が日本め農民が貧闘であるのは地
主が小作人や持取するためであるさいったが、
私は之さ意見さ異lこした。私はニれよりも農地
が決小なるこさが一大原因で今日は分配問題よ
りも生産問随でみるさ恩ふコいつまでも公式論
や繰返してゐるやうではlfo活は決して良ぐはな
らない3
この決いさ云ふニさ拡何時迄もつきまさふが
高度の技術三文化のま華麗そもたらす7こさによっ
τ克服出来るさ信守る。如何に機械化如何に電
化しても解決出来ない。之れぞ解決せ?農民陣
村を刺戟するやうになるさ日本の蛭糟は亡び
る。併して此の結果を喜ぶ閣は如何なる圃か如
何なる園が悲しむか我々のよく考えるぺ舎一大
問題なのである。世界勢力は日本の農業~赤化
に導〈こさや希望するや否や。農村恐慌が~る
さ云ふが外国食料の無制限犠入は防けるさ思
ふo~pち二重慣格制をさり外国食糧は攻府が利
鞘を得圏内食糧は損をしτ農村、都市ぞ係護す
ればよいさ思ふ9 之れは個人の希望ではない。
日本に深い好意を持つ園々の希望なのである。
討論ざしては現布農業者は愚も恵まれてゐ
る。故に園家の放局径数ふ自費や持ち、園家は
経清原則ぞ無視するこさなく剥舎正義に立つτ
公平なる政治各行ふ円ときである。
私は農民諸君の奮担~望んでやまない次第で
ある。
主要農作物病害の見別貯方"
. (主として病微による眠別)( 2) 
(3)小委の病害
1 :子苗の病害
a)積雪後に顕著に枯Pげる.
.西
ht蜘妹巣欣の薗綜寄主を蔽ふ。
門
紅色零腐病 Calonectriagraminicola (Berk; 
et Brme.) Wr. 
b宮業部は腐敗じて紙Jt.械さなり輩・棋には
補色を呈する薗緩を主主じない‘
詫
a2'積零さ聞係無ぐ費生する.
b)早春より全株帯黄色さなり棋は腐敗する
賞枯病 Pythiumsp. 
.b2幼街朋より枯死する。
C)主さして根際部が黒色さなる。
立枯病Ophiobohlsgraminis Sl1cc. 
C2主さLて葉に褐色斑匙を生歩る。
斑I'i病 O.凪tiv聞くP.K. et B) Ito 
褐色響腐病 PytbiumIwnyamai S. Ito et Kllrib. 
h 兼は紙片献に腐敗し、飴色の聞い薗侠が 2葉及び揮の病害・
i柑著する 'a1斑艶性病斑を現すもの
雪:n者薗俣病 Typl叫 80lt畑 DaImai ht病斑は薗締又は胞子椎の現はれずkもので
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